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白府さんは、１０月１６日（火）の８２歳の誕生日
に上平にある風車の丘公園（旧グリーンヒルキャンプ
場）からＪＲ留萌駅までの約３８キロを踏破した。ゴ
ール後には「アトランタオリンピックのマラソン有森
選手と同じ心境、自分で自分を褒めたい」と感想を述
べた。
白府さんは日頃から自分なりの健康法を続け、今年
の正月、８２歳の誕生日に、ＪＲ留萌駅まで歩くこと
を決意した。当日は誕生日を祝うかのような秋晴れと
なり、体調も絶好調だったと言う。夜明け前の午前４
時、日頃の散歩コースである上平の風車群にある「風
車の丘公園」を元気にスタート、ＪＲ留萌駅までの徒
歩が始まった。伴走ならぬ伴歩は、町社会福祉協議会
の開発法起事務局長と内田五月さんが努め、声援や残
りキロ数、時間などを伝えた。
また、道中では白府さんの同級生から栄養ドリンク
などの差し入れもあった。途中で、小平鰊番屋や小平
町文化交流センターなど計５ヶ所に休憩し、ゴールの
ＪＲ留萌駅まで約３８キロを約７時間（休憩時間合計
約６０分除く）で踏破した。スタートからゴールまで
のペースに変化はなく、１㌔約１１分で歩いたことに
なる。
歩数計は、５３，３７６歩を記録した。ゴールとな
ったＪＲ留萌駅構内では、８２歳の誕生日と無事ゴー
ルしたことを記念し、中野茂駅長から祝福の花束が手
渡された。白府さんは、「健康ってすばらしい。そのす
ばらしさを実体験した」と話し、健康の秘訣は「日頃
から歩くこと、食事は腹八分目、胃腸の門限時間は夜
９時」と笑顔で話していた。

十
月
四
日
（
木
）
五
日
（
金
）
高
知
県
梼
原

ゆ
す
は
ら

町
を
会
場
に
全

国
か
ら
約
二
百
人
が
参
加
し
て
、
第
十
三
回
全
国
風
サ
ミ
ッ
ト

が
開
催
さ
れ
た
。
森
町
長
は
、
風
力
発
電
推
進
市
町
村
全
国
協

議
会
長
と
し
て
出
席
。

開
会
の
あ
い
さ
つ
に
引
き
続
き
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
の
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
も
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
必
要
性
な
ど
を

訴
え
た
。

あ
い
さ
つ
で
は
「
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
た
め
に
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
地
球
温
暖

化
問
題
が
取
り
返
し
の
つ
か
い
な
い
状
況
へ
と
向
か
う
中
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
四
％
の
我
が
国
は
、
化
石
燃
料
に
代
わ
る
ク

リ
ー
ン
で
安
全
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
風
力
発
電
を
は
じ
め

と
す
る
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
」

と
述
べ
た
。

最
後
に
、
平
成
二
十
二
年
度
ま
で
に
国
内
で
三
百
万
キ
ロ
ワ

ッ
ト
の
風
力
発
電
導
入
を
目
指
す
▽
風
力
発
電
を
地
域
活
性
化

に
つ
な
げ
る
よ
う
取
り
組
む
な
ど
の
共
同
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
。

森
町
長
（
風
力
発
電
推
進
市
町
村
全
国
協
議
会
長
）

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
あ
り
方
を
訴
え
る

「神様に感謝 自分で自分を褒めたい」白府義雄さん（字上平）
82歳誕生記念日に笑顔で38㌔ウォーキング

森
利
男
会
長
あ
い
さ
つ

パ
ネ
ル
デ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
様
子

（
右
か
ら
三
人
目
が
森
町
長
）

海
岸
線
を
元
気
に
歩
く

開
発
事
務
局
長
が
30
キ
ロ
地
点

を
表
示
し
、
元
気
づ
け
る

38
キ
ロ
踏
破
の
瞬
間

留
萌
駅
構
内
で
中
野
駅
長
か
ら

祝
福
の
花
束
が
手
渡
さ
れ
た
。
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関
西
方
面
に
出
荷
さ
れ
る
苫
前
産
利
尻
コ
ン
ブ

の
倉
入
れ
に
汗
を
流
す
漁
協
職
員

十
月
十
日
（
水
）
苫
前
漁
港
マ
イ

ナ
ス
３
・
５
㍍
岸
壁
一
部
供
用
開
始

式
典
が
、
苫
前
漁
港
の
新
設
さ
れ
た

岸
壁
で
行
わ
れ
た
。

当
日
は
、
主
催
者
で
あ
る
森
町
長

（
苫
前
地
域
マ
リ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
協
議
会

長
）
小
野
善
市
北
る
も
い
漁
業
協
同

組
合
副
組
合
長
理
事
、
吉
本
靖
俊
留

萌
開
発
建
設
部
長
、
苫
前
町
議
会
議

員
ら
約
三
十
人
が
出
席
し
た
。

森
町
長
は
「
岸
壁
の
一
部
供
用
開

始
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
多
く

の
外
来
船
活
用
が
見
込
ま
れ
る
な
ど

港
の
有
効
活
用
が
期
待
さ
れ
る
」
と

述
べ
、
吉
本
部
長
は
「
現
在
は
、
ま

だ
開
発
の
第
一
段
階
で
あ
る
が
、
こ

の
拡
張
さ
れ
た
苫
前
漁
港
が
地
域
活

性
化
に
つ
な
が
れ
ば
と
考
え
て
い
る
」

と
あ
い
さ
つ
、
小
野
副
組
合
長
理
事

は
「
こ
の
事
業
に
よ
り
さ
ら
な
る
漁

業
振
興
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
」
と
話
し
た
。

続
い
て
、
坂
本
洋
一
留
萌
港
湾
事

務
所
長
が
事
業
概
要
を
説
明
。
森
町

長
、
吉
本
部
長
か
ら
接
岸
し
た
「
恵

比
須
丸
」
の
太
田
信
之
船
長
に
花
束

が
手
渡
さ
れ
た
。

今
回
は
、
岸
壁
二
百
三
十
㍍
の
う

ち
八
十
㍍
が
完
成
し
、
供
用
開
始
さ

れ
た
。
こ
の
苫
前
地
区
特
定
漁
港
漁

場
整
備
事
業
は
、
国
直
轄
事
業
で

平
成
十
四
年
度
か
ら
始
ま
り
平
成

二
三
年
度
完
了
予
定
。
総
事
業
費

は
、
五
二
億
で
今
年
度
工
事
は
防

波
堤
百
六
十
㍍
の
撤
去
な
ど
五
億

四
千
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

苫
前
地
域
マ
リ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
の

理
念
は
、
苫
前
地
域
の
水
産
業
の

振
興
を
基
本
に
、
町
の
ま
ち
づ
く

り
推
進
計
画
の
核
で
も
あ
る
「
シ

ー
フ
ロ
ン
ト
パ
ー
ク
と
ま
ま
え
整

備
構
想
」
と
連
携
し
、
漁
業
・
農

業
・
観
光
が
相
互
に
協
働
・
連
携

し
な
が
ら
都
市
と
の
交
流
活
動
を

展
開
し
、
賑
わ
い
の
あ
る
地
域
振

興
を
図
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で

あ
る
。

苫
前
漁
港
マ
イ
ナ
ス
３
・
５
㍍
岸
壁
一
部
供
用
開
始

九
月
二
十
七
日
、
町
の
特
産
品
で

あ
る
コ
ン
ブ
の
倉
入
れ
が
行
わ
れ
た
。

（
社
）
北
海
道
水
産
物
検
査
協
会
の
検

査
員
ら
が
、
コ
ン
ブ
の
重
さ
や
等
級

な
ど
を
厳
し
く
検
査
し
、
次
々
に
倉

入
れ
さ
れ
た
。

北
る
も
い
漁
業
協
同
組
合
全
体
で

は
、
約
八
ト
ン
が
倉
入
れ
さ
れ
た
。

苫
前
産
利
尻
コ
ン
ブ
と
表
示
さ
れ

た
十
五
㌔
詰
め
の
コ
ン
ブ
は
、
北
海

道
ぎ
ょ
れ
ん
留
萌
支
店
を
通
し
て
関

西
方
面
に
出
荷
さ
れ
、
高
級
料
亭
な

ど
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

苫
前
産
利
尻
コ
ン
ブ
の
倉
入
れ

吉本部長（中央）、森町長（左）から太田船長（右）に花束が手渡された



広報とままえ　11月号　4頁

北留萌消防組合消防署苫 前 支 署� 64-2321
〃　　　　古丹別支署� 65-4119

秋の全道火災予防運動秋の全道火災予防運動

『火は見てるあなたが離れるその時を』

統一標語

十
月
十
八
日
（
木
）
苫
前
保
育
園

の
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
と
農
協
婦
人

防
火
ク
ラ
ブ
員
、
シ
ル
バ
ー
防
火
ク

ラ
ブ
員
の
約
四
十
人
が
、
秋
の
火
災

予
防
運
動
の
一
環
と
し
て
、
苫
前
市

街
地
を
パ
レ
ー
ド
し
た
。

ま
た
、
パ
レ
ー
ド
終
了
後
に
苫
前

支
署
前
で
、
農
協
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

の
松
原
ミ
ヤ
子
会
長
と
幼
年
消
防
ク

ラ
ブ
員
を
代
表
し
て
、
能
登
雄
大
く

ん
が
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
た
。

能
登
雄
大
く
ん
は
「
ぼ
く
達
ぜ
っ

た
い
に
火
遊
び
し
ま
せ
ん
」
と
大
き

な
声
で
約
束
し
た
。

次
に
、
藤
組
全
員
に
よ
る
「
江
戸

火
消
し
・
子
組
出
動
」
の
お
遊
戯
が

披
露
さ
れ
、
役
場
職
員
ら
か
ら
大
き

な
拍
手
が
お
く
ら
れ
た
。

伊
藤
優
樹
支
署
長
は
「
町
民
の
皆

様
の
財
産
を
守
る
た
め
、
各
種
団
体

と
連
携
し
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ

の
後
、
農
協
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
員
ら

が
火
災
予
防
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど

を
道
行
く
人
に
手
渡
し
、
防
火
を
呼

び
か
け
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
運
動
は
、
暖
房
機
器
の

使
用
等
に
よ
り
火
災
が
発
生
し
や
す

い
こ
の
時
季
に
、
町
民
の
火
災
予
防

思
想
の
高
揚
を
図
り
、
火
災
発
生
と

財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と

す
る
運
動
で
あ
る
。

八
月
一
日
付
け
で
、
Ｊ
Ａ
苫
前

厚
生
病
院
に
福
井
実
院
長
が
着
任

し
た
。

福
井
院
長
は
、
総
合
診
療
医
と

し
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
患
者
さ

ん
が
安
心
し
て
病
気
を
治
療
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
病
院
（
総

合
医
）
と
病
院
（
専
門
医
）
が
連

携
す
る「
病
・
病
連
携
シ
ス
テ
ム
」

の
強
化
推
進
に
力
を
入
れ
て
い

る
。ま

た
、予
防
医
療
の
観
点
か
ら
、

将
来
糖
尿
病
や
動
脈
硬
化
性
疾
患

発
症
予
防
の
た
め
境
界
型
糖
尿
病

患
者
に
２
泊
３
日
の
早
期
治
療
介

入
を
す
で
に
取
り
入
れ
て
い
る
。

防
火
パ
レ
ー
ド
と
お
遊
戯
で
火
の
用
心

『火は見てるあなたが離れるその時を』

地域医療に全力投球

JA苫前厚生病院
福井実院長が着任

は
っ
ぴ
姿
で
パ
レ
ー
ド
す
る
藤
組
の

皆
さ
ん

元
気
に
宣
誓
す
る
の
と
く
ん

火
災
予
防
を
呼
び
か
け
る
、
農
協
婦
人

防
火
ク
ラ
ブ
員

氏　　名 福
ふく

井
い

実
みのる

生年月日 昭和２５年３月１３日

趣　　味 読書、音楽鑑賞

好きな食べ物 果物、麺類

好きな言葉 不言実行

就任にあたり一言

住民の健康を守る、予防医学活動

と共に若干高齢者の多い一般外来と

療養型病床の入院を含め、地域医療

の一役をにないたいと思っています。

経　歴

昭和４３年　　　旭川東高等学校卒業

昭和５１年　　　昭和大学医学部卒業

昭和５１年　　　旭川厚生病院内科勤務

平成　６年　　　医学博士取得（旭川医科大学）

平成１８年　　　上湧別厚生病院内科勤務

平成１９年８月　ＪＡ北海道厚生連苫前厚生病院

プロフィール
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苫
前
は
つ
ら
つ
元
気
大
学

力
昼
・
岩
見
で
開
校

そ
ば
打
ち
に
挑
戦

十
月
二
十
三
日
（
火
）
第
三
回
の

苫
前
は
つ
ら
つ
元
気
大
学
が
力
昼
生

活
館
で
行
わ
れ
た
。

こ
れ
は
、
介
護
予
防
の
一
環
で
、

身
近
な
場
所
に
気
軽
に
外
出
し
、
生

活
の
活
性
化
を
促
し
、
要
介
護
状
態

に
な
る
こ
と
な
く
元
気
で
活
き
活
き

し
た
生
活
を
助
長
す
る
こ
と
な
ど
が

目
的
。
今
年
度
は
、
力
昼
地
区
、
岩

見
地
区
を
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
開
校

し
て
い
る
。

こ
の
日
の
力
昼
分
校
で
は
、
生
徒

三
十
三
人
の
う
ち
十
九
人
が
出
席
し

て
、
一
時
間
目
か
ら
四
時
間
目
ま
で

の
授
業
が
展
開
さ
れ
た
。

一
時
間
目
は
家
庭
科
で
「
そ
ば
打

ち
体
験
授
業
」
受
講
生
は
さ
っ
そ
く

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
を
身
に
つ
け
、

そ
ば
打
ち
を
始
め
た
。
受
講
生
の
貝

島
チ
ヨ
さ
ん
八
十
四
歳
は
「
小
さ
い

頃
に
は
良
く
や
っ
た
が
、
も
う
忘
れ

た
。
今
日
は
み
ん
な
と
楽
し
く
作
り

ま
す
」
と
笑
顔
を
見
せ
、
鈴
木
光
雄

さ
ん
は
「
初
め
て
の
挑
戦
。
練
る
の

も
伸
ば
す
の
も
、
力
の
バ
ラ
ン
ス
が

難
し
い
」
と
額
に
汗
を
浮
か
べ
て
い

た
。
二
時
間
目
と
四
時
間
目
は
、
保

健
の
授
業
で
、
留
萌
保
健
所
の
前
田

歯
科
衛
生
士
が
「
お
口
の
健
康
」
と

題
し
て
、
歯
周
病
予
防
や
歯
磨
き
の

仕
方
、
入
れ
歯
の
手
入
れ
に
つ
い
て
、

実
践
を
交
え
な
が
ら
行
っ
た
。
三
時

間
目
も
家
庭
科
の
授
業
で
、
鍵
山
栄

養
士
か
ら
栄
養
バ
ラ
ン
ス
な
ど
の
講

話
が
行
わ
れ
、
一
時
間
目
に
作
っ
た

「
そ
ば
」
を
全
員
で
試
食
。
受
講
生
の

ひ
と
り
は
「
み
ん
な
で
作
っ
た
そ
ば

そば打ちに挑戦する受講生の皆さん

は
本
当
に
お
い
し
い
」
と
話
し
、
賑

や
か
な
昼
食
会
が
行
わ
れ
た
。

終
わ
り
の
会
で
は
、
次
回
の
授
業

確
認
や
最
近
の
気
に
な
る
ニ
ュ
ー
ス

な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、

最
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、

こ
の
日
の
「
苫
前
は
つ
ら
つ
元
気
大

学
」
の
授
業
が
終
了
し
た
。
受
講
生

の
皆
さ
ん
は
、
早
く
も
四
回
目
の
大

学
を
楽
し
み
に
帰
路
に
つ
い
た
。

校
　
訓

一
、
出
来
る
こ
と
は
、
自
分
で
し
ょ
う
。

二
、
お
い
し
く
楽
し
く
、
食
事
を
と
ろ
う
。

三
、
お
口
は
い
つ
も
ピ
カ
ピ
カ
に
。

四
、
体
操
・
運
動
、
毎
日
し
よ
う
。

五
、
わ
た
し
ら
今
日
も
閉
じ
こ
も
ら
な
い
。

六
、
一
日
一
回
以
上
は
、
外
出
し
よ
う
。

七
、
趣
味
や
生
き
が
い
続
け
よ
う
。

八
、
悩
み
ご
と
は
誰
か
に
相
談
し
よ
う
。

九
、
一
日
一
回
は
、
友
達
と
お
し
ゃ
べ
り

し
よ
う
。

十
、
笑
う
門
に
は
福
来
た
る
。

１０月４日（木）北海道栄養士会留萌支部（田井陽
子支部長）が単身者を対象にした料理講習会を町公民
館で開催した。料理作りに入る前に、道立羽幌病院石
川千春栄養士が「病気予防にこの栄養素」と題してミ
ニ講話が行われた。石川栄養士は積極的にとりたい食

品として、お茶「カテキ
ン」お豆「イソフラボン」
魚「ＥＰＡ、ＤＨＡ」海
藻（アルギン酸、ヨード）
酢「クエン酸（有機酸）」
きのこ「β-グルカン
（多糖体）」野菜「ビタミ
ンＣなど」ねばねば食品
「ムコ多糖類」をあげ、

それぞれの頭文字をとり覚えやすく「おおさかすきや
ね」とまとめた。調理実習では、さんまの蒲焼丼、け
んちん汁、きのこのおろし和えの３品に挑戦。さんま
の三枚おろしに苦労
している男性参加者
を栄養士が優しくサ
ポートしていた。料
理完成後の試食会は、
おおいに盛り上がり、
参加した約３０人は
次回開催を楽しみに
していた。

留萌栄養士会単身者料理講習会

食欲の秋 料理講習会が目白押し

試食会はおおいに盛り上がった

さんまの三枚おろしに挑戦

１０月１６日（火）町公民館にて、北海道産農産物
である牛乳・乳製品の消費拡大と食生活の改善や健康
づくりに寄与することを目的に料理教室が開催された。
主催は、苫前消費者協会（林千代美会長）ホクレン
農業協同組合連合会が後援となり、町内の婦人会など
から約３０人が参
加した。林会長は
「おいしい料理の
コツは、楽しく作
ることが一番のス
パイスです」とあ
いさつ。
続いて、講師の
鍵山栄養士からレシピの説明と生乳、低脂肪乳、ヨー
グルト、チーズなどの乳製品の栄養について説明が行
われた。各班テーブルごとに、鮭の炊き込みご飯、か
ぼちゃのチャウダー、さんまのはさみ焼き、チーズと

野菜のサラダ作りが始ま
った。試食会では、参加
者から「鮭の炊き込みご
飯は、牛乳の独特のにお
いもなく、おいしい」
「さんまのはさみ焼きの
梅とチーズのバランスが
絶妙」と感想を述べ試食
を楽しんでいた。

ホクレン牛乳･乳製品の消費拡大料理講習会

完成した料理四品

牛乳、乳製品の消費拡大料理づくり
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十
月
八
日
（
月
）「
体
育
の
日
」
に

合
わ
せ
、
午
後
一
時
か
ら
町
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
で
、
体
力
テ
ス
ト
会
が

開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
、
町
体
育
指
導
員
四
人
が

運
営
を
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
、
小
学

生
か
ら
一
般
の
参
加
者
約
四
十
人
が

運
動
適
性
テ
ス
ト
や
高
齢
者
向
け
の

新
体
力
テ
ス
ト
を
行
っ
た
。

ま
た
、
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
ふ
れ

る
機
会
を
増
や
そ
う
と
、
町
体
育
協

会
加
盟
団
体
各
会
員
が
講
師
を
務
め

る
「
ス
ポ
ー
ツ
の
で
み
せ
」
の
会
場

も
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
た
。

参
加
者
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
卓

球
、
ス
ポ
ン
ジ
テ
ニ
ス
、
ス
ト
レ
ッ

チ
な
ど
に
挑
戦
し
な
が
ら
、「
体
育
の

日
」
の
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
て
い

た
。 町

民
体
力
テ
ス
ト
会
＆

ス
ポ
ー
ツ
の
で
み
せ
!!

九
月
二
十
八
日
（
金
）
午
後
六
時

か
ら
町
公
民
館
に
て
、
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
症
候
群
に
つ
い
て
の
講
演
会
が
行

わ
れ
た
。

中
村
記
念
病
院
脳
神
経
外
科
の
北

條
敦
史
先
生
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症

候
群
＝
代
謝
異
常
症
候
群
と
話
し
、

診
断
基
準
に
は
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ズ
が

あ
り
、
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ズ
が
太
け
れ

ば
太
い
ほ
ど
、
体
脂
肪
、
特
に
内
臓

脂
肪
（
内
臓
の
間
に
つ
く
脂
肪
等
）

は
多
く
な
り
、
身
長
に
か
か
わ
ら
ず
、

ウ
エ
ス
ト
が
男
性
で
八
十
五
㌢
、
女

性
で
九
十
㌢
が
診
断
基
準
と
話
し
て

い
た
。
ま
た
、
四
十
歳
以
上
の
男
性

の
四
人
に
一
人
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症

候
群
で
、
脂
肪
の
多
い
食
事
と
運
動

不
足
な
ど
毎
日
の
生
活
パ
タ
ー
ン
が

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
に
関
係
し
て

い
る
と
述
べ
て
い
た
。

１０月１８日（木）苫前商業高等学校の１年生３０
人が農協蔬菜撰果場や上平グリーンヒルウインドファ
ーム、下水道浄化センター、苫前ダム、議場など町内
の施設見学を行った。
これは、１年生を対象に毎年行われており、地域社
会への理解を深め、町内の物流と産業の現状について
学習することを目的としている。
上平グリーンヒルウインドファームでは、（株）ド
リームアップ苫前の高橋所長から総発電出力や風車の
高さ、ブレード（羽根）の長さなどの説明を受け、生
徒たちは熱心にメモをとっていた。
また、議場見学では、町長席や議長席に座り、議場
の雰囲気を感じとっていた。また、町議会事務局の長
澤係長から議員数や年齢別、職業別の人数、議長の報
酬や議員の手当てなどの説明を受けた。

１０月１１日（木）苫前商業高校で、羽幌警察署生
活安全課の岡本貴仁係長を講師に招き、薬物乱用防止
に関する講話が行われた。
就職したばかりの若いＯＬが何気なく手を出してし
まった覚せい剤により、最後には命を落とすビデオ
「トラップ（罠）」を上映した。
岡本係長は「一度、手を出したら止められない状況
に追い込まれるのが覚せい剤。薬物には、スピード、
エクスタシーなど沢山あり高額なものが多い。高額な
ため男性よりも女性が手を出す傾向にある」と述べ
「薬物には絶対に手を出さない勇気を持ってほしい」
と話した。
次に、生徒に薬物中毒者の皮膚写真や薬物写真など
を見てもらい、薬物の恐ろしさを伝えていた。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群

毎
日
の
生
活
習
慣
が
重
要

体力テストを行う参加者

メタボリック症候群危険度セルフチェック!!
あなたは次のうちいくつが当てはまりますか？

複数項目に心当たりのある方は要注意！

□体重が増加中

□腹囲が増し、ズボンのベルト穴の位置が変わった

□健康診断で血圧が高めと言われた

□健康診断で糖尿病の疑いがあると言われた

□健康診断で中性脂肪が高いと言われた

□健康診断で善玉コレステロールが低いと言われた

□禁煙しようと思うが喫煙をやめられない

苫 前 商 業 高 等 学 校（眞屋岩男校長）

秋晴れの中、風力発電について学んだ

町長席や副町長席に着き議会について学んだ

薬物の恐ろしさを学んだ
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１０月1日、２日、９日に地域貢献事業の一環とし
て、萌州建設株式会社苫前支店（秋山貴人支店長）が、
九重コミュニティセンター敷地内の雑木等の撤去作業、
古丹別保育所周辺の草刈り作業やスズメバチの巣の駆
除作業等の地域貢献を行った。これは、道道力昼九重

線改築工事２工区
工事に伴うもので、
３日間にわたり、
苫前支店職員らが、
草刈り作業等に汗
を流した。

九重地区で行った雑木撤去
作業の様子（上）

古丹別保育所周辺の草刈り
作業を行う様子（下）

萌州建設株式会社苫前支店
１０月２日（火）地域貢献事業の一環として、守谷
建設株式会社（守谷一彦社長：本社遠別町）が、上平
川尻バス停待合所を新たに塗装した。
これは、国道２３２号と国道２３９号の交差点にお
ける交通事故多発に伴う、国道２３２号線側の拡幅工
事に伴うもの。当日は、守谷建設の職員が、色あせた
バス停の塗装作業に汗を流した。

守谷建設株式会社

１０月２４日２５日、地域貢献事業の一環として、
橋場建設工業株式会社（橋場三津雄代表取締役）が、
古丹別西二条線沿いの街路樹の剪定整理作業を行った。
これは、西二条線沿いには、公民館や商工会、歯科診
療所などがあり、町内外者の往来も多いことから、街
並景観の一環とし
て行った。当日は、
橋場建設工業の職
員８人が、街路樹
の剪定作業に汗を
流した。

橋場建設工業株式会社
７月５日、９月３日４日、１０日１７日１８日、１
０月９日１０日、地域貢献事業の一環として、堀口・
三協経常建設共同企業体（斉藤力昼事務所長）が、力
昼神社境内の草刈り、鳥居のペンキ補修、ゴミステー

ションのペンキ補修など地
域貢献を行った。これは、
道道力昼九重線改築工事に
伴うもので、企業体の職員
らが、ペンキ塗りや草刈り
作業等に汗を流した。

堀口・三協経常建設共同企業体

地域貢献事業で町内スッキリさわやか

上平川尻バス停の塗装作業の様子

西２条線沿いの
街路樹の剪定を
行う

力昼町内会にある十箇
所のゴミステーション
の錆おとしとペンキ塗
りに汗を流した（上）

力昼神社の鳥居に足場
をセットし、ペンキ補
修する様子（右）

十
月
十
日
（
金
）
竹
橋
隆
至
さ
ん

に
森
町
長
か
ら
第
七
期
目
（
一
期
目

三
年
間
）
に
な
る
人
権
擁
護
委
員
の

委
嘱
状
が
伝
達
さ
れ
た
。

竹
橋
さ
ん
は
、
平
成
元
年
か
ら
人

権
擁
護
委
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
て
お

り
、
長
年
の
経
験
と
実
績
が
豊
富
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
七
期
目
も
委
嘱
さ

れ
た
も
の
で
、
今
年
で
十
九
年
目
に

な
る
。

森
町
長
は
「
こ
れ
ま
で
の
経
験
を

も
と
に
、
今
後
三
年
間
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
」
と
述
べ
、
竹
橋
さ

ん
は
「
今
後
も
基
本
的
人
権
つ
い
て

研
鑽
を
深
め
、
微
力
な
が
ら
人
権
相

談
や
啓
発
活
動
を
中
心
に
人
権
擁
護

委
員
と
し
て
の
職
責
に
応
え
た
い
」

と
抱
負
を
述
べ
た
。

竹
橋
隆
至
さ
ん（
字
苫
前
）に

人
権
擁
護
委
員
を
委
嘱

森町長から委嘱状が手渡された



広報とままえ　11月号　8頁

十
月
一
日
（
月
）
学
社
融
合
事
業

の
一
環
で
あ
る
「
ホ
タ
テ
の
養
殖
」

に
つ
い
て
、
苫
前
小
学
校
三
年
生
十

八
人
（
津
谷
教
諭
）
が
体
験
学
習
を

行
っ
た
。

ホ
タ
テ
の
作
業
所
（
横
内
漁
業
部
）

で
は
ホ
タ
テ
稚
貝
の
分
散
作
業
が
行

わ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
達
は
目
を
丸

く
し
て
作
業
工
程
を
見
つ
め
て
い
た
。

ま
た
、
全
員
が
ザ
ブ
ト
ン
カ
ゴ
に

稚
貝
を
入
れ
る
作
業
を
体
験
し
た
。

見
学
後
は
、
留
萌
北
部
地
区
水
産
技

術
普
及
所
の
下
野
専
門
普
及
員
が
、

ホ
タ
テ
の
成
長
の
仕
組
み
等
に
つ
い

て
質
問
形
式
で
説
明
を
行
っ
た
。

「
ホ
タ
テ
は
茶
色
部
分
と
白
色
部

分
の
ど
ち
ら
を
上
に
し
て
い
ま
す
か
」

「
貝
の
茶
色
部
分
が
上
で
、
白
い

部
分
が
下
」
と
子
ど
も
達
は
元
気
に

答
え
て
い
た
。

ま
た
、
二
日
（
火
）
に
は
、
農
業

体
験
「
メ
ロ
ン
の
出
荷
」
に
つ
い
て

学
習
し
た
。
一
回
目
は
、
七
月
に
苗

植
え
体
験
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

谷
田
孝
（
字
小
川
）
さ
ん
か
ら

「
熟
し
て
い
る
も
の
は
、
葉
が
枯
れ
か

か
っ
て
い
る
」
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
て
、
子
ど
も
た
ち
は
、
さ
っ

そ
く
収
穫
開
始
、
洗
浄
機
で
磨
き
を

か
け
て
、
苫
前
メ
ロ
ン
の
シ
ー
ル
を

張
り
、
大
き
さ
別
に
箱
詰
め
作
業
を

体
験
し
た
。
箱
詰
め
し
た
メ
ロ
ン
を

ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
、
撰
果
場
へ
移
動

し
た
あ
と
、
関
西
方
面
に
出
荷
さ
れ

る
工
程
を
見
学
し
た
。
ま
た
、
質
問

コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
冬
に
メ
ロ
ン
は
作

り
ま
す
か
」「
ど
う
し
て
農
家
を
し
た

い
と
思
っ
た
か
」「
冬
は
ど
の
よ
う
な

仕
事
を
し
ま
す
か
」
な
ど
の
質
問
が

絶
え
な
か
っ
た
。

十
月
十
七
日
に
は
、
岡
田
商
店
加

工
場
（
岡
田
裕
幹
社
長
）
を
見
学
し

た
。
岡
田
社
長
が
講
師
を
務
め
、
昔

と
今
の
ニ
シ
ン
漁
や
カ
ズ
ノ
コ
の
製

造
過
程
を
説
明
し
た
。

岡
田
さ
ん
は
「
昔
は
ニ
シ
ン
が
沢

山
と
れ
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
総

出
で
手
伝
い
、
加
工
所
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。
現
在
は
、
ロ
シ
ア
な

ど
か
ら
輸
入
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
、

実
際
に
ロ
シ
ア
か
ら
輸
入
し
た
ニ
シ

ン
を
見
せ
た
。
次
に
、
カ
ズ
ノ
コ
の

漂
白
や
選
別
、
箱
詰
め
作
業
な
ど
を

見
学
し
た
。

質
問
コ
ー
ナ
ー
で
は

「
ニ
シ
ン

は
一
日
ど
れ
ぐ
ら
い
獲
れ
る
の
で
す

か
」
『
ア
ラ
ス
カ
で
１
千
か
ら
２
千

ト
ン
』
「
な
ぜ
、
カ
ズ
ノ
コ
の
加
工

を
始
め
た
の
で
す
か
」
『
ニ
シ
ン
が

獲
れ
な
く
加
工
所
も
減
っ
た
が
、
ア

ラ
ス
カ
や
ロ
シ
ア
な
ど
か
ら
輸
入
し

て
続
け
て
い
ま
す
。
今
年
で
創
業
八

十
八
年
目
（
大
正
八
年
創
業
）
に
な

り
ま
す
』
な
ど
の
質
疑
応
答
が
あ
っ

た
。ま

た
、
味
付
け
カ
ズ
ノ
コ
の
試
食

も
あ
り
「
こ
り
こ
り
し
て
お
い
し
い
」

と
笑
顔
を
見
せ
て
い
た
。

十
月
十
八
日
（
木
）
に
は
、
古
丹

別
小
学
校
三
年
年
生
十
四
人
（
大
久

保
教
諭
）
が
丹
羽
秀
樹
（
字
岩
見
）

さ
ん
の
牧
場
で
搾
乳
体
験
を
行
っ
た
。

最
初
に
丹
羽
さ
ん
か
ら
、
朝
五
時

起
床
か
ら
掃
除
、
エ
サ
や
り
、
搾
乳

な
ど
一
日
の
仕
事
の
流
れ
に
つ
い
て

説
明
が
行
わ
れ
た
あ
と
搾
乳
を
体
験

し
た
。

子
ど
も
達
は
「
や
わ
ら
か
い
」「
あ

っ
た
か
い
」
な
ど
感
想
を
述
べ
て
い

た
。
子
ど
も
た
ち
の
質
問
で
は

「
牛
は
ど
れ
ぐ
ら
い
生
き
ら
れ
ま

す
か
」

『
十
歳
ぐ
ら
い
で
す
。
人
間

で
言
う
と
八
十
歳
く
ら
い
』

「
牛
の

平
均
体
重
は
」
『
七
百
㎏
前
後
で
す
』

「
牛
の
ミ
ル
ク
は
何
㍑
で
ま
す
か
」

『
一
日
一
頭
に
つ
き
約
二
十
五
㍑
』

で
す
な
ど
の
質
疑
応
答
が
あ
っ
た
。

最
後
に
丹
羽
さ
ん
か
ら
ホ
ッ
ト
コ

コ
ア
を
い
た
だ
き
、
う
れ
し
そ
う
に

帰
り
の
バ
ス
に
乗
り
込
ん
だ
。

町
内
小
学
生
が
町
内
の
一
次
産
業
を
学
ぶ

ホ
タ
テ
養
殖
・
メ
ロ
ン
の
出
荷
・
水
産
加
工
場
・
酪
農
に
つ
い
て
学
ぶ

ホ
タ
テ
養
殖
・
メ
ロ
ン
の
出
荷
・
水
産
加
工
場
・
酪
農
に
つ
い
て
学
ぶ

ザブトンかごに稚貝を入れる

メロン洗浄機を見つめる児童

実際にカズノコを見せて説明する岡田社長

搾乳体験をする児童（左）と丹羽さん（右）

質

答

答

質

答 質

答

答

答

質質

質
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～あなたの学びたいを応援します～

e-mail shakaikyoiku@town.tomamae.lg.jp

でんわ ６５－４０７６
F A X ６５－３２２０苫前町公民館ご相談・お問い合わせは

逆らえない運命の中でそれぞれの女と幸せになるために、戦前の日本という時代とともに駆け抜けた二人の男を、
升毅、渡辺いっけいが旬に演じます。その他、神田沙也加、安倍麻美など豪華キャストが共演します。

日　時　平成20年1月19日（土） 開場18:00 開演18:30
会　場　苫前町公民館講堂
入場料　一般2,000円（当日2,500円） 高校生以下1,000円（当日1,500円）
主　催　苫前町、苫前町教育委員会、北海道、(財)自治総合センター
※宝くじの助成により通常料金の約半額となっております。

※前売りで完売した場合は、当日券はございません。

※未就学児童のご入場はご遠慮ください。

チケット取扱い
苫　前／苫前福祉センター とままえ温泉ふわっと セイコーマートむらい 柴田商店
古丹別／苫前町公民館 セイコーマート古丹別 まさ亭 花井商店 くすりの新光堂
力　昼／年代商店
羽幌町／羽幌町立中央公民館 旭屋書店 マツヤデンキ羽幌店 豊島理容院
その他／管内市町村文化センター

木管五重奏ウィンドアンサンブル・ポロゴ　オータムコンサート

宝くじ文化公演 夢 のひと

平成20年苫前町成人式
日　時　平成20年1月13日(日)13:00～
場　所　苫前町公民館講堂

平成20年新成人の対象となるのは、昭
和62年4月2日から昭和63年4月1日まで
に生まれた方です。
対象者へは11月下旬にご案内いたしま
すが、案内状が届かなかった方や、転出
された方などで苫前町の成人式に出席を
希望される方は、12月14日(金)までに町
公民館までお申し出ください。

まちが一体となって子どもたちを育む地域づくりにつ
いて、一緒に考えてみませんか。どなたでも参加できま
す。お申込みは、苫前町公民館へお電話でどうぞ。

日　時　11月19日(月) 19:00～
場　所　苫前町公民館
内　容　講演「人が地域をつくり、地域が人をそだてる」

講師　札幌理工学院副学院長　小島忠和氏
報　告　「第54回日本ＰＴＡ北海道ブロック研究大会

札幌大会」

とままえクラシック

ふるさと教育セミナー

女性だけで結成された木管五重奏団によるコンサート。
クラシック音楽ファンだけでなく、どなたでもお楽しみいただけます。

日　時　11月20日（火） 開場18:30 開演19:00
会　場　苫前町公民館講堂
入場料　一般500円（当日700円）高校生以下100円（当日同額）
主　催 とままえ舞台鑑賞友の会、苫前町文化協会、苫前町公民館
チケット取扱い
苫　前／苫前福祉センター とままえ温泉ふわっと セイコーマートむらい 柴田商店　
古丹別／苫前町公民館 セイコーマート古丹別 まさ亭花井商店 くすりの新光堂
力　昼／年代商店
羽幌町／羽幌町立中央公民館 旭屋書店 マツヤデンキ羽幌店 豊島理容院

近日
発売



豚肉
料理

講習
会の

お知
らせ

豚肉
料理

講習
会の

お知
らせ

豚肉
料理

講習
会の

お知
らせ

Dr.小野の処方せん 
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今
月
の
担
当
は
鍵
山
栄
養
士
で
す 

〜
寒
さ
対
策
と
風
邪
予
防
〜 
『
冬
に
向
け
て
の
食
生
活
』 

健　　康 
ばんざい 

ら
れ
て
い
ま
す
。
風
邪
の
ウ
イ
ル
ス
が

体
内
で
の
活
動
を
押
さ
え
る
た
め
に

も
、
タ
ン
パ
ク
質
は
重
要
で
す
。
肉
・

魚
な
ど
の
動
物
性
タ
ン
パ
ク
質
は
、
体

力
増
強
に
役
立
ち
、
大
豆
な
ど
の
植
物

性
タ
ン
パ
ク
質
は
、
免
疫
を
つ
く
り
、

風
邪
を
ひ
い
て
も
軽
く
す
む
よ
う
働
き

ま
す
。

◇
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ

寒
さ
や
風
邪
の
ウ
イ
ル
ス
の
活
動
を

防
ぐ
対
策
を
行
う
た
め
に
は
、
ホ
ル
モ

ン
の
働
き
が
大
切
と
な
り
、
こ
の
ホ
ル

モ
ン
を
作
っ
た
り
、
働
い
た
り
す
る
う

え
で
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
も
重
要
と
な
っ
て

き
ま
す
。

ま
た
、
野
菜
類
、
特
に
緑
黄
色
野
菜

寒
く
な
る
と
体
を
丸
く
縮
め
る
こ
と

が
多
く
な
り
ま
せ
ん
か
？
こ
れ
は
、
脳

が
寒
い
と
感
じ
る
と
、
す
ぐ
に
こ
れ
を

防
ぐ
よ
う
、
体
内
の
各
臓
器
に
命
令
が

送
ら
れ
る
か
ら
で
す
。
背
中
を
丸
め
て

体
の
面
積
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
し

て
、
熱
が
逃
げ
る
の
を
防
ご
う
と
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
筋
肉
は
緊
張
し
て
ブ
ド

ウ
糖
の
燃
焼
を
盛
ん
に
し
、
体
を
内
部

か
ら
暖
め
ま
す
。

こ
う
し
た
体
内
の
反
射
が
ス
ム
ー
ズ

に
行
わ
れ
る
た
め
に
は
、
し
っ
か
り
と

し
た
体
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

◇
タ
ン
パ
ク
質

体
内
の
働
き
を
よ
く
す
る
ホ
ル
モ
ン

の
一
部
や
酵
素
も
タ
ン
パ
ク
質
か
ら
作

を
摂
り
、
カ
ロ
テ
ン
の
摂
取
量
を
多
く

す
る
こ
と
で
、
カ
ロ
テ
ン
は
体
内
で
ビ

タ
ミ
ン
Ａ
に
変
わ
り
、
皮
膚
や
粘
膜
を

丈
夫
に
し
ま
す
。
風
邪
予
防
に
は
体
温

の
調
整
を
行
う
皮
膚
の
働
き
と
、
ウ
イ

ル
ス
の
侵
入
を
防
ぐ
粘
膜
の
強
さ
が
重

要
で
す
。

何
よ
り
大
切
な
の
は
、
風
邪
を
ひ
か

な
い
よ
う
に
す
る
、
ひ
い
て
も
軽
く
す

む
よ
う
な
体
力
づ
く
り
を
普
段
か
ら
し

て
お
く
こ
と
で
す
。

栄
養
は
一
日
で
摂
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
日
頃
か
ら
備
え
て
お
き
、

こ
の
冬
は
風
邪
を
ひ
か
ず
に
過
ご
せ
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

十
月
十
六
日
（
火
）
地
域
安
全
運

動
・
暴
力
追
放
運
動
期
間
（
十
月
十
一

日
か
ら
二
十
日
）
の
一
環
と
し
て
、
町

防
犯
協
会
（
会
長
森
町
長
）
が
、
防
犯

と
交
通
安
全
に
係
わ
る
啓
発
運
動
を
古

丹
別
市
街
地
で
展
開
し
た
。
当
日
は
、

協
会
役
員
や
羽
幌
警
察
署
員
ら
十
二
人

が
二
班
に
分
か
れ
、
市
街
地
の
一
般
住

宅
約
八
十
戸
を
訪
問
し
防
犯
用
啓
発
資

材
と
交
通
安
全
啓
発
チ
ラ
シ
、
夜
行
反

射
材
な
ど
を
配
布
し
た
。

地
域
安
全
運
動

インフルエンザは、個人予防目的のた
めの二類疾病に分類され、ワクチンは
毎年変化する抗原性に対応した株を選
定し、その効果は接種後２週後から約
５ヶ月とされている。予防接種による
副反応のうち重大なものは30分以内に
生じ、その他には、皮膚過敏症、感冒
様症状、局所の発赤、腫脹がよく見ら
れる。予防接種当日の入浴は許可する
が疲労は避けるべきである。明らかな
発熱や重篤な急性疾患では接種を中止
する。一方、ジフテリア・百日せき・
破傷風、ポリオ、麻しん・風しん、日
本脳炎、ＢＣＧのワクチンを一類に分
類し努力義務がある。予防接種の間隔
は不活化ワクチン及びトキソイド接種
の後は1週間、生ワクチン接種の後は４
週間あける。麻しん、風しん、水痘、
おたふくかぜに罹患した場合には治療
後２～４週間、間隔をあけ接種する。
副反応対策としては通常みられるもの
に発赤、腫脹、硬結があり、熱感、発
赤の強いときには局所の冷湿布を行う。
硬結は次第に小さくなり放置する。発
熱は冷却、解熱剤にて対応するが観察
が必要。予防接種による健康被害と厚
生労働大臣が認定すると救済制度も設
けられている。

予防接種

医療法人社団
オロロン会　苫前クリニック

理事長　小野　哲郎　　1 64－9070

豚肉料理

講習会の

お知らせ

テーマ　家庭で作れる簡単豚肉料理
日　時　１２月１日（土）
場　所　苫前町公民館
時　間　９：３０～１２：００
参加料　無料（先着２５名）
持ち物　エプロン、三角巾
申込み　町民課けんこう係　

（64－2215担当：鍵山栄養士）
主　催　北海道栄養士会留萌支部
協　賛　北海道養豚生産者協会

風力発電の売電状況
（ 風　来　望 ）

19年度売電累計 26,171,695円
（昨年実績 19,868,835円）

平成19年10月分の実績
・供給電力量 488,970kWh 

6,135,350円
（昨年実績 4,456,244円）

啓発資材を手渡す役員
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つくろう健康　幸せの未来づくり

国民健康保険・老人保健ガイド

す
こ
や
か
ラ
イ
フ 

大
切
な
医
療
費
を

有
効
に
使
い
ま
し
ょ
う
！

近
年
に
お
け
る
医
療
費
は
、
人
口

構
造
の
急
激
な
変
化
に
よ
る
高
齢
化

と
と
も
に
、
成
人
病
な
ど
の
長
期
治

療
を
要
す
る
慢
性
疾
患
の
増
加
や
医

療
技
術
の
高
度
化
が
主
要
因
と
な
り
、

年
々
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

苫
前
町
に
お
い
て
も
、
国
保
加
入

者
一
人
あ
た
り
の
年
間
総
医
療
費
の

額
が
、
平
成
十
七
年
度
で
は
約
四
十

八
万
円
に
も
の
ぼ
り
、
今
後
も
増
加

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。（
平
成

十
五
年
度
四
五
万
円
、
平
成
十
六
年

度
四
十
六
万
円
）

こ
の
よ
う
に
、
急
激
に
増
加
す
る

医
療
費
を
支
払
う
た
め
の
財
源
は
、

国
な
ど
か
ら
の
負
担
金
の
ほ
か
国
保

加
入
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
納
め
て
い

た
だ
く
保
険
税
で
、
大
半
を
補
っ
て

い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
医
療
費
が

増
加
す
る
こ
と
は
結
果
的
に
保
険
税

の
引
き
上
げ
な
ど
、
皆
さ
ん
の
負
担

増
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

特
に
本
町
の
場
合
、
同
じ
病
気
で

複
数
の
病
院
を
受
診
す
る
『
重
複
受

診
者
』
が
全
加
入
者
の
三
・
一
四
％

を
占
め
る
（
全
道
平
均
は
一
・
七
七

％
留
萌
管
内
一
・
九
％
）
な
ど
、
高

い
比
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
医
療
費
の
無
駄
遣
い

を
な
く
す
た
め
、「
か
か
り
つ
け
医
」

を
も
ち
、
定
期
的
な
健
康
診
断
の
受

診
に
よ
る
疾
病
の
早
期
発
見
・
早
期

治
療
に
つ
と
め
る
な
ど
、
医
療
費
の

有
効
活
用
に
心
が
け
、
今
後
と
も
医

療
費
の
抑
制
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

医
療
費
抑
制
の
た
め
に

増
え
続
け
る
医
療
費

国保の保険税は、加入者皆さ
んの医療費の給付などの費用に
充当され、国などからの負担金
とともに国保の貴重な財源とし
て、全体の約４割を占めていま
す。皆さんが医療費の一部を負
担するだけで医療費が受けられ
るのも、国保の健全な運営が確
保されているからです。
しかし、医療費の増嵩（ぞう
すう）や保険税の未納によって、
国保財政は非常に不安定な状況
となっています。

国保財政が健全に運営され、
皆さんが安心して医療を受けら
れるよう保険税の納付推進にご
協力ください。

保険税を納めましょう！

介護保険を在宅で利用できるサービスは？

お問合せ

苫前町役場町民課しあわせ係

0164-64-2215（内線227）まで

介護保険制度では要介護認定等を受
けた方利用できるサービスとして、次
のような在宅サービスがあります。
（40歳～64歳の方は、特定疾病などに
より介護認定を受けた場合）
※介護保険のサービスを受けるには、
要介護認定が必要です。

ここでは、苫前町で利用できる在宅サービスを紹介します。

◆訪問介護（ホームヘルパー）
ホームヘルパーが家庭を訪問し
て、介護や家事などの身の回りの
援助します。

◆訪問看護
看護師や保健師などが家庭を訪
問し看護の支援をします。

◆居宅療養管理指導
医師や歯科医、薬剤師などが

家庭を 訪問し、療養上の管理、
指導を行います。

◆福祉用具の貸与
車イスやベッドなどの福祉用

具の貸し出しをします。

◆通所介護（デイサービス）
デイサービスなどにおいて、入
浴、食事の提供、機能訓練などの
サービを日帰りで受けられます。

◆福祉用具購入費の支給
排泄や入浴に使われる用具の購
入費（1年間につき10万円を上限）
を支給します。

◆短期入所生活介護（ショートスティ）
介護老人福祉施設などの福祉施設に
短期入所し、日常 生活の介護や機能
訓練が受けられます。

◆住宅改修費の支給
家庭での手すりの取り付けや段差の
解消などの、小規模な改修の費用
（20万を上限）を支給します。
（改修時に住んでいる住居について）

不明な点などありましたら、町民
課内の地域包括支援センターまで
気軽にご照会ください。



広報とままえ　11月号 12頁

住まいる
ス マ イ ル

情報
I n f o r m a t i o n
住まいる
ス マ イ ル

情報
障
害
基
礎
年
金
は
、
国
民
年
金
の
被

保
険
者
で
あ
る
間
に
、
又
は
過
去
に
国

民
年
金
の
被
保
険
者
で
あ
っ
た
人
で
老

齢
基
礎
年
金
の
受
給
を
受
け
る
前
で
、

か
つ
、
日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る
間
に
、

病
気
や
ケ
ガ
な
ど
に
よ
り
障
害
の
状
態

と
な
っ
た
場
合
、
次
の
三
つ
の
要
件
に

該
当
す
る
と
き
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

一
、
障
害
の
原
因
に
な
っ
た
病
気
や
ケ

ガ
に
つ
い
て
、
医
師
又
は
歯
科
医
師
の

初
診
を
受
け
た
日
（
初
診
日
）
に
国
民

年
金
の
被
保
険
者
で
あ
る
こ
と
、
又
、

初
診
日
に
被
保
険
者
で
あ
っ
た
人
で
引

き
続
き
日
本
国
内
に
在
住
し
、
六
十
歳

以
上
六
十
五
歳
未
満
で
あ
る
こ
と
。

二
、
初
診
日
か
ら
一
年
六
ケ
月
を
経
過

が
生
計
を
維
持
し
て
い
る
、
十
八
歳

に
な
っ
た
日
の
最
初
の
三
月
三
十
一

日
ま
で
の
間
に
あ
る
子
、
又
は
障
害

の
程
度
が
一
級
、
二
級
の
状
態
に
あ

る
二
十
歳
未
満
の
子
が
あ
る
と
き
は
、

二
人
目
ま
で
は
、
一
人
に
つ
き
二
二

七，

九
〇
〇
円
、
三
人
目
以
降
に
つ

い
て
は
、
一
人
に
つ
き
七
五，

九
〇

〇
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

障
害
の
程
度
が
変
わ
っ
た
場
合
は
、

本
人
の
請
求
等
に
よ
り
年
金
額
が
改

定
さ
れ
ま
す
。
障
害
の
程
度
が
重
く

な
っ
た
と
き
は
年
金
額
の
改
定
を
請

求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
年
金

を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
日
か
ら
一

年
経
過
し
な
い
と
請
求
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
障
害
の
程
度
が
二
級
よ
り
軽

く
な
っ
た
場
合
は
、
そ
の
期
間
に
つ

い
て
年
金
が
支
給
停
止
と
な
り
、
そ

の
間
に
再
び
悪
化
し
た
場
合
は
支
給

が
再
開
さ
れ
ま
す
、◇

国
民
年
金
に
未
加
入
や
未
納
の
場

合
、
事
故
や
病
気
で
障
害
が
残
っ
て

も
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◇

障
害
基
礎
年
金
の
支
給
方
法
に
つ

い
て
は
、
そ
の
人
に
よ
り
異
な
り
ま

す
の
で
、
留
萌
社
会
保
険
事
務
所
業

務
課
（
〇
一
六
四
―
四
三
―
七
二
一

一
）
又
は
役
場
町
民
課
住
民
係
（
六

四
―
二
二
一
五
（
内
線
二
七
五
））
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

し
た
日
（
そ
の
期
間
に
障
害
が
治
っ

た
場
合
は
そ
の
治
っ
た
日
）
の
障
害

の
程
度
が
国
民
年
金
法
で
定
め
る
一

級
又
は
二
級
で
あ
る
こ
と
。

三
、
初
診
日
の
前
々
月
ま
で
に
被
保

険
者
で
あ
っ
た
期
間
が
あ
る
と
き
は
、

そ
の
期
間
の
う
ち
、
保
険
料
を
納
め

た
期
間
と
免
除
さ
れ
た
期
間
を
合
わ

せ
た
期
間
が
三
分
の
二
以
上
あ
る
こ

と
。

（
注
）
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
支
給

を
受
け
て
い
る
人
は
、
支
給
要
件
に

該
当
し
て
い
て
も
障
害
基
礎
年
金
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

支
給
さ
れ
る
年
金
額
は
、
一
級
に

つ
い
て
は
九
九
〇，

一
〇
〇
円
、
二

級
に
つ
い
て
は
七
九
二，

一
〇
〇
円

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
年
金
を

受
け
る
権
利
を
得
た
と
き
、
そ
の
人

年
金
の
支
給
に
つ
い
て

（
障
害
基
礎
年
金
）

マ
イ
プ
ラ
ン
を
し
っ
か
り
と

国

民

年

金

製造事業所の皆様へ

統計調査にご協力ください
平成19年工業統計調査を12月31日現
在で行います。
調査の実施に当たっては、本年12月
から来年1月にかけて調査員がお伺いし
ます。
なお、調査票に記入していただいた
内容については、統計法に基づき秘密
が厳守されますので、正確な御記入を
お願いします。

経済産業省
北　海　道
苫　前　町

平成19年度自衛官募集
◎自衛隊生徒
●応募資格：中卒（見込含）の15歳以上17歳未満の男子
●締め切り：平成20年1月8日（火）
●試験期日：平成20年1月12日（土）（一次試験）
●試験種目：筆記試験（国、数、社、理、英、作文）（一次試験）
●待　　遇：○給与：150,200円／月（1年目）

○手当：期末勤勉手当年2回（6月・12月）
○生徒教育3年終了時に高等学校卒業資格取得

◎2等陸・海・空士（3・4月要員）
●応券資格：18歳以上27歳末満の男子
●締め切り：平成19年11月26日（月）
●試験期日：平成19年12月2日（日）・3日（月）
●試験種目：筆記試験（国語、数学、社会、作文）、口述試験、

適正検査、身体検査
●待　　遇：○給与：初任給157,500円 9ケ月後172,100円

○賞与：年2回（6月・12月）
○将来に役立つ資格・免許の取得

◎間い合わせ先
○各市町村自衛官募集担当者
○自衛隊旭川地方協力本部留萌地域事務所：0164－42－4650
※地域事務所の各担当地域の広報官がご説明にあがること
があります。その節は宜しくお願いします。



高校や大学、専門学校などに入学、在学されるお子様の保
護者の方で、世帯の年収が990万円（事業所得者については
770万円）以内の方は、国民生活金融公庫の『国の教育ロー
ン』を御利用いただけます。

なお、詳しくは国民生活金融公庫旭川支店（旭川市4条通
9丁目　電話0166－23－5241、融資相談係）までお気軽に
ご相談ください。

「国の教育ローン」のご案内

11月 町税の納期
固定資産税・国民健康保険税
介護保険料の納入月です。

発生件数 ３件
死 者 数 １人
負傷者数 ４人

交通事故死ゼロ日数は
9月30日現在で
76日

苫前町の交通事故情報
平成19年９月末現在

11月は 児童虐待防止推進月間
おや？あの子どうしたのかしら･･･

子どものこんなサインを見落としていませんか？
・不自然な傷や打撲のあと
・着衣や髪の毛がいつも汚れている
・表情が乏しい
・おどおどしている
・落ち着きがなく、乱暴になる

子どもを虐待から守るための５か条
1 「おかしい」と感じたら迷わず連絡（通告）
2 「しつけのつもり･･･」は言い訳
3 ひとりで抱え込まない
4 親の立場より子どもの立場
5 虐待はあなたの周りでも起こりうる

児童虐待を受けたと思われる児童を発見した場合
は、児童相談所や市町村窓口への通告が義務付けられ
ております。
旭川児童相談所：10166－23－8195
苫前町役場町民課：10164－64－2215

慎
ん
で
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

戸

籍

の

小

箱

大
矢
根
イ
ツ
子
（
75
歳
）
９
月
15
日

旭

田
渕
　
敏
春
（
79
歳
）
９
月
16
日

古
丹
別
　

山
崎
　
鐵
雄
（
78
歳
）
９
月
28
日

古
丹
別

小
瀧
　
義
宗
（
84
歳
）
10
月
１
日

上
　
平

大
西
　
政
廣
（
36
歳
）
10
月
５
日

東
　
川

渡
部
　
清
文
（
87
歳
）
10
月
10
日

古
丹
別

氏
名

年
齢

住
所

死
亡
日

上
平
町
内
会
へ
の
寄
付

○
上
　
平
　
中
　
嶋
　
タ
カ
子
　
様

○
上
　
平
　
小
　
瀧
　
テ
　
ル
　
様

上
平
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
寄
付

○
上
　
平
　
中
　
嶋
　
タ
カ
子
　
様

○
上
　
平
　
小
　
瀧
　
テ
　
ル
　
様

ご
厚
志
に
感
謝
し
ま
す
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北
海
道
が
推
進
し
て
い
る
「
お
い
し
い

空
気
の
施
設
推
進
事
業
」
に
、
こ
の
ほ
ど

公
民
館
と
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
が
登
録

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
同
施
設
が
予
て

よ
り
建
物
内
の
喫
煙
を
禁
止
し
て
い
た

こ
と
な
ど
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

登
録
に
よ
り
「
お
い
し
い
空
気
の
施

設
ス
テ
ッ
カ
ー
」
を
貼
る
こ
と
と
な
り
、

留
萌
保
健
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
た

ば
こ
に
対
す
る
取
り
組
み
内
容
と
施
設

名
や
事
業
名
が
掲
載
さ
れ
ま
す
。

苫
前
町
公
民
館
・
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
が
お
い
し
い
空
気

の
施
設
に
登
録

１ご融資限度額
２ご返済期間
３据 置 期 間

４利　　　　率
５ご返済方法

６保　　　　証

学生・生徒お一人につき200万円
10年以内
在学期間以内で、元金のお支払いの
据置ができます
年2.50％（平成19年10月1日現在）
毎月元利均等返済（ボーナス月増額
返済もできます）
（財）教育資金融資保証基金の保証
または連帯保証人1名以上

制度の概要

札
幌
国
税
局
で
は
、
税
務
相
談
室

又
は
税
務
署
に
お
寄
せ
い
た
だ
く
電

話
に
よ
る
一
般
的
な
ご
相
談
に
つ
い

て
、
国
税
局
税
務
相
談
室
職
員
が
電

話
で
お
答
え
す
る
「
電
話
相
談
セ
ン

タ
ー
」
を
平
成
十
九
年
十
一
月
一
日

（
木
）
に
開
設
し
ま
す
。

○
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

電
話
に
よ
る
相
談
を
ご
希
望
の
方

は
、
最
寄
り
の
税
務
署
に
お
電
話
い

た
だ
き
、
自
動
音
声
案
内
に
し
た
が

っ
て
番
号
選
択
を
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
よ
り
、
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
を

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
（
お
か
け
に

な
っ
た
税
務
署
ま
で
の
通
話
料
金
で

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。）

○
税
務
署
で
の
ご
相
談
に
つ
い
て

相
談
内
容
が
、
関
係
書
類
や
事
実

関
係
な
ど
、
具
体
的
内
容
を
確
認
す

る
必
要
が
あ
る
ご
相
談
に
つ
い
て

は
、
担
当
者
が
面
接
に
よ
り
対
応
い

た
し
ま
す
の
で
、
事
前
に
電
話
に
て

相
談
日
時
の
ご
予
約
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

ま
た
、税
務
署
か
ら
の
発
送
文
書
、

還
付
金
の
振
込
時
期
、
納
付
相
談
な

ど
の
問
合
せ
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど

お
り
電
話
で
の
ご
相
談
も
で
き
ま

す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

留
萌
税
務
署
　
総
務
課

1
０
１
６
４
│
42
│
０
６
６
１

札
幌
国
税
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

辻
　
　
結
希

ゆ
う
き

智
也
／
友
美

９
月
25
日

三
　
渓

長女

氏
　
名

父
・
母

出
生
日

ご
成
長
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す住

所

小規模企業共済制度は、個人事業主または会社等の役員の方が事
業をやめられたり退職された場合に、生活の安定や事業の再建を図
るための資金をあらかじめ準備しておく国がつくった共済制度で、
いわば「小規模企業の経営者のための退職金制度」といえます。
この制度の特徴は、掛金は全額所得控除。受け取る共済金も退職
所得扱いまたは公的年金等の雑所得扱いとなります。
詳しい内容のお問合せと加入申込みは、商工会、商工会議所、青
色申告会、金融機関の本支店の窓口で取扱いしています。制度の運
営は、独立行政法人中小企業基盤整備機構が行っています。

URL http://www.smrj.go.jp/kyosai/index.html

小 規 模 企 業 共 済 制 度 の ご 案 内
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▽
昨
年
44
年
ぶ
り
に
日
本
一
に
輝
い
た

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
が
、

２
年
連
続
の
日
本
一
を
か
け
日
本
シ
リ

ー
ズ
に
挑
ん
だ
。
結
果
、
１
勝
４
敗
で

日
本
一
を
逃
し
た
▽
終
わ
っ
て
み
る
と
、

日
ハ
ム
対
巨
人
が
見
た
か
っ
た
と
思
っ

た
人
も
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
貧
打
を

嘆
く
フ
ァ
ン
も
多
い
▽
パ
リ
ー
グ
６
球

団
で
、
打
率
、
本
塁
打
、
得
点
と
も
最

下
位
で
あ
り
な
が
ら
、
79
勝
60
敗
５
引

き
分
け
、
勝
率．

５
６
８
で
リ
ー
グ
優

勝
を
決
め
て
い
る
。
残
さ
れ
た
数
字
を

見
る
と
、
少
な
い
チ
ャ
ン
ス
に
小
技
や

機
動
力
で
点
を
取
り
、
投
手
陣
が
少
な

い
得
点
を
守
り
き
る
、
い
わ
ゆ
る
緻
密

な
全
員
野
球
の
結
果
で
は
な
い
か
▽
ヒ

ル
マ
ン
監
督
は
、
自
チ
ー
ム
の
力
を
十

分
に
分
析
し
、
野
球
と
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

を
ミ
ッ
ク
ス
し
た
チ
ー
ム
に
作
り
上
げ

た
。
こ
れ
ぞ
「
ヒ
ル
マ
ン
野
球
」
で
は

な
か
ろ
う
か
▽
財
政
厳
し
い
当
町
に
お

い
て
も
、
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
や
財

政
健
全
化
計
画
な
ど
「
町
力
」
の
分
析

が
進
め
ら
れ
て
い
る
▽
当
町
の
緻
密
な

全
員
野
球
が
、
よ
り
一
層
重
要
性
を
増

し
て
き
て
い
る
。

編

集

雑

記

帳

苫前中学校生徒の作品

『フリース』

ミシンかけで難し
い所もあったけれ
ど、うまくできま
した。 ２年

瀬川　和真くん

中学生ギャラリー

中
学
生
ギ
ャ
ラ
リ
ー

中
学
生
ギ
ャ
ラ
リ
ー

中
学
生
ギ
ャ
ラ
リ
ー

中学生ギャラリー中学生ギャラリー

『フリース』

大変だったけれど
納得できるものが
作れて良かったで
す。 ２年

山本　知佳さん

『フリース』

作り方が大変でし
たが、良い作品に
なり良かったと思
います。 ２年

檜谷早耶香さん

『静物画』

植物をしっか
り見て描くこ
とができて良
かったです。

１年

岡田　里菜さん

『静物画』

背景とのバラ
ンスがうまく
できました。

１年

溝口慶一郎くん

『自画像』

輪かくをバラ
ンス良く描く
事が出来て良
かったと思い
ます。

３年

瀬川　将士くん

『静物画』

葉の緑色と赤
色のバランス
を考えて上手
に描けました。

１年

瀬川　知未さん

『自画像』

実物より表情
が硬くなって
しまいました。

３年

村本　茜さん

『自画像』

色づかいに気
をつけて描き
ました。

３年

坂下　純基くん


